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令和２年度第５回 立川市入札等監視委員会審議概要 

 

開 催 日 及 び 場 所  令和２年 12月 22 日（火） 立川市役所 210 会議室 

出 席 委 員 氏 名  鈴木満 委員長、榎本孝芳 委員、小畑徳彦 委員 

審 議 対 象 期 間 令和２年８月１日～11月 20 日 

抽 出 案 件 工事 17 件 委託  0 件 総件数 17 件 （備考） 

一 般 競 争 入 札 工事 10 件 委託  0 件 総件数 10 件 

特 命 随 意 契 約 工事  7 件 委託  0 件 総件数  7 件 

次 第 

１ 委員長の選任について 

２ 職務代理の指定について 

３ 委員長・職務代理のあいさつ 

４ 議事 

(1) 審議 

ア 平成２年度工事契約抽出案件について 

（令和２年８月１日から 11 月 20 日まで） 

(2) 報告 

ア コンプライアンス・業務点検月間の実施について 

イ 平成 31 年度完了工事の変更契約の状況について 

３ その他 

委員からの意見、質問及びそれに対する回答 

意見・質問 回 答 

１ 委員長の選任について 

 

 

２ 職務代理の指定について 

 

 

３ 委員長・職務代理のあいさつ 

 

２ 議事 

 (1)審議 

ア 平成２年度工事契約抽出 

    案件について 

  （令和２年８月１日から 

   11 月 20 日まで） 

 

 

 

・委員の互選により、鈴木満委員が委員長として選

任された。 

 

・鈴木委員長より、榎本孝芳委員並びに小畑徳彦委

員が、職務代理として指定された。 

 

・鈴木委員長、榎本職務代理、小畑職務代理よりあ

いさつあり。 

 

 

・令和２年８月１日から 11 月 20 日までに入札され

た、総価契約（以下、総価）・一般競争入札（以

下、競争）の工事契約について、平成 31 年度の

同一期間との比較結果を説明する。 

・総価・競争分の契約件数は 43 件で平成 31 年度

と比較して７件増加した。平均参加者数は 5.7

社で 1.9 社増加、単純平均落札率は 83.73%から
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＊参加者が多いほど落札率が低くな

る傾向がはっきり出ており興味深

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊参加表明しながら、不参加・辞退

の事業者があるのはなぜか。 

 

＊工事内訳書の構成が酷似している

ものがある。 

 

＊今回は、中止・不調で再告示した

案件が多い。適切な業種に発注す

るとともに、規模や内容を事業者

にとって魅力のあるものに工夫し

ないと、地域要件を広げても参加

者は増えないだろう。 

 

 

79.07％で 4.66 ポイント減少した。 

・変動型最低制限価格は全件が算定対象で、算定

した入札は 25 件で算定率は 58%であった。地域

要件は予定価格では全件が市内対象になるが、

過去の状況から市内から広げた入札は24件あっ

た。所在地区分は市内が 24 件で受注率は 56%で

あった。また、くじ引きによる入札及び低入札

案件（落札率が 50％以下）はなかった。 

 

 

・落札率 95％以上の総価・競争分 10 件について説

明をする。 

 「立川市固定系防災行政無線スピーカー改修等工

事」、「立川市市民会館貨物用エレベーター改修工

事」、「立川市立高松保育園各所改修工事」、「立川

市立柏保育園各所改修工事（遊具外構）」、「立川

市道１級 17 号線及び立川市道西２号線路面排水

処理工事」、「立川市柏町汚水中継ポンプ場 揚水

設備補修工事」、「立川市立若葉台小学校新校舎建

設工事（サイン）」、「立川市錦町下水処理場 １

次処理設備低段沈砂池（№４，５）除塵機補修工

事」、「立川市立立川第二中学校特別支援教室空調

機等設置工事」、「立川市子ども未来センター事務

室等改修工事」 

 

＊告示の概要と金額から施工可能と手上げしたもの

の、入手した設計図書を見て施工が難しいと判断

し、辞退・不参加ということがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入札中止・不調対応以外の総価・特命随意契約（以

下、特命）７件について説明をする。 
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＊プラントの設置者やその関連会社

への特命はわかるが、長年業務に

携わり現場を熟知しているという

特命理由はいかがなものか。 

 

 (2)報告 

  ア コンプライアンス・業務点検 

月間の実施について 

 

 

イ 平成 31 年度完了工事の変更

契約の状況について 

 

＊人件費や材料費の高騰など不可抗

力の場合は構わないが、詳細設計

で想定外の変更が多発するような

事態は避けなければならない。 

 

３ その他 

 

 「立川市錦町下水処理場 汚泥処理設備焼却炉

（№２）補修工事」、「立川市錦町下水処理場 汚

泥処理設備脱水機(№6)補修工事」、「立川市錦町

下水処理場 2 次処理設備高度処理施設補修工

事」、「立川市清掃工場 破砕機設備補修工事」、

「立川市錦町下水処理場 2 次処理設備砂ろ過設

備(No.5、10、11)及び補機補修工事」、「立川市清

掃工場 焼却炉整備補修工事（その２）」、「立川

市清掃工場  クレーン設備整備工事」 

 

＊清掃工場については、現在新工場を建設中だが、

既存の工場は、非常に老朽化しており、古い設備

をメンテナンスできる事業者が限られていると

いう実情がある。 

 

 

・令和２年11月１日から11月30日まで実施された平

成２年度立川市コンプライアンス・業務点検月間

について、職員への啓発等の取組事項を報告する。 

 

・契約金額１億円以上で工期限が平成31年度中の総

価契約のうち変更契約が行われた案件について報

告する。 

 

 

 

 

 

・次回の開催は２月16日（火）午後13時30分 

 


